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負イオン性ホウ素クラスター含有 α,α-シクロアルキルアミノ酸のBNCT用ホウ
素薬剤としての評価
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【目的】近年､10B 原子と中性子との核反応を利用するホウ素一中性子捕捉療法

(BNCT)が､悪性の脳腫癌などに対する新たな可能性を秘めた治療法として注冒

を集めている｡これまでに我々は､BNCT用のホウ素薬剤の開発を継続的に行って

きた｡その中で､アミノ酸の側鎖部位にホウ素クラスターを導入したTBAA(1)
を合成し､これが BNCT用のホウ素薬剤として高い効果を示すことを明らかにし

ている｡1)本研究では､グリオーマなどの悪性脳腫癌を標的としたATCBC(2)の

合成およびBNCT用ホウ素薬剤としての評価について報告する｡

【方法】ATCBCは､これまでに確立したホウ素クラスターアミノ酸の合成法を利

用し､対応するヒダントイン誘導体 (3)から合成した｡そして､ヒトグリオーマ

細胞 (087△)などを用いて､腫癌細胞-の集積性や細胞内分布､中性子照射によ

る殺細胞効果などの評価を行った｡

【結果】上記試験の結果､ATCBCは複数の脳腫癌の細胞に対し､BNCTの臨床薬

であるLBPAよりも高い腫癌細胞集積性と高い殺細胞効果を示し､BNCT用ホウ

素薬剤として有望な化合物であるということが明らかとなった｡
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